
２０３ 件 うち、 １者応札案件 ７０ 件

２０ 件 うち、 １者応札案件 ８ 件
（抽出率 １０ ％） （抽出率 １１ ％）

契約の相手方が公益社団法人等の案件 ０ 件
（抽出率 ０ ％）

    ５ 件 うち、 １者応札案件 １ 件

契約の相手方が公益社団法人等の案件 ０ 件

    ５ 件 うち、 １者応札案件 １ 件

契約の相手方が公益社団法人等の案件 ０ 件

　  ８ 件 うち、 １者応札案件  ５ 件

契約の相手方が公益社団法人等の案件 ０ 件

    ０ 件

    １ 件 うち、 １者応札案件 １ 件

契約の相手方が公益社団法人等の案件 ０ 件

    １ 件 うち、 １者応札案件 １ 件

契約の相手方が公益社団法人等の案件 ０ 件

物
品
・
役
務
等

 公募型競争

 簡易公募型競争

 その他の指名競争

 簡易公募型プロポーザル

指
名
競
争

 標準型プロポーザル

 その他の随意契約

  随意契約（企画競争・公募）

  随意契約（その他）

随
意
契
約

 公募型プロポーザル

契約の相手方が公益社団法人等の案件 ０ 件

    ０ 件

  随意契約

    ０ 件

    ０ 件

    ０ 件

指
名
競
争

 公募型指名競争

    ０ 件

    ０ 件

    ０ 件

    ０ 件

入札等監視委員会　審議概要

（ホームページ掲載日：平成 ２６年 ３ 月２５日）

平成 ２６ 年 ２ 月 ２８ 日（金曜日）　４ 階 第２ 会議室

高木　聡廣　　（弁護士）

（特記事項）

  一般競争

平成 25 年 10 月 1 日～平成 25 年 12 月 31 日

 工事希望型競争

 審議対象期間

 審議対象案件

 抽出案件

抽
　
出
　
案
　
件
　
内
　
訳

  一般競争

工
　
事

  一般競争

  指名競争

 その他の指名競争

  　０ 件

    ０ 件

星野　誠之　　（公認会計士）

 開催日及び場所

  委  員

村山　好行　　（NHK熊本放送局副局長）

業
　
務

    ０ 件



 各委員からの意見・質問、
 それに対する回答等

① 　林道工事の落札業者の評価値は何
点か。

① 　この林道工事については予定価格
１，０００万円未満でありＢ等級の工
事である。従って総合評価落札方式の
対象外であり、価格競争である。

② 　治山工事についても等級区分は同
じなのか。

② 　同じであるが、沖縄県の建設工事に
ついては、業者の数も少ないことから
特例として価格競争のみであり、工事
等級による区分を行わないこととする
通達を適用している。

③ 　競争参加資格について、「測量・
建設コンサルタント業務」のＡ・Ｂ
の等級が建設工事と少し資格の範囲
が違うようだが、これも予定価格で
の違いか。

③ 　「測量・建設コンサルタント業務」
の場合、予定価格１，０００万円以上
がＡ等級、３００万以上１，０００万
円未満がＢ等級、３００万円未満がＣ
等級となっており、参加業者は直近上
位下位の等級の業者が参加できること
となっている。

④ 　治山工事の場合は低価格の物件で
は、Ａ及びＢ等級の業者は除外され
てるようだが。

④ 　治山工事の場合、Ａ～Ｄに等級分け
されており、Ａ等級については予定価
格２億円以上であるので九州局では該
当するものがなく、２億円未満４，０
００万円以上がＢ等級、１，２００万
円以上４，０００万円未満がＣ等級、
１，２００万円未満がＤ等級となって
いる。直近の上位下位の等級の業者が
参加できるようになっているが、Ｃ等
級の中にＤ等級の資格点数1,000点以
上の業者も参加できるような措置を
とっている。

⑤ 　資格点数1,000点以上のＤ等級業
者が参加できる措置は、九州局の権
限で行っているのか。

⑤ 　そうであるが、全局的にそのような
対応をしている。工事の品質確保のた
め、技術力・信用ともにある業者とい
うことで1,000点の線引きをしてい
る。

⑥ 　1,000点以上のＤ等級業者に入札
参加の枠を拡げているのは、最近の
不落・不調の対策か。

⑥ 　最近の不落・不調が続く以前から実
施していることで、これについての対
策ではない。

⑦ 　不落・不調に対して何か対策をし
ているのか。

⑦ 　工事等級の幅を広げたり、工種や数
量を減らしたり等の工夫は行っている
が、実際のところ不落・不調の解消と
なっていないのが現状である。

⑧ 　一般的に競争入札では、強い者も
弱い者も含めて入札するということ
となっているが、事業を行っていく
上では、業者保護をしていかない
と、後世に向け継続的な事業ができ
ないので、入札における資格をある
程度運用しているということか。

⑧ 　国有林の場合、現場が奥地であり、
作業条件が非常に悪い。県・市町村等
での実績があれば、国有林の方にも参
加できるようになっている。

⑨ 　保育間伐（活用型）事業で、この
案件については、全ての等級の業者
に参加資格があるということでよろ
しいか。

⑨ 　この事業はＢ等級に該当するので、
直近上位下位のＡ等級とＣ等級の業者
にも参加資格があるが、造林・生産事
業については、重機をもって作業する
こととなるので、遠方からの応札は皆
無であり、応札者数が少ないため、Ｄ
等級の業者も参加できるという九州局
の通達を適用している。

意見・質問 回　答　等



 各委員からの意見・質問、
 それに対する回答等

意見・質問 回　答　等

⑩ 　保育間伐（活用型）事業で、随意
契約を締結しているが、見積書が一
者しか添付されていないのは、一者
にしか、見積案内しなかったのか。

⑩ 　随意契約をする前段で２回の入札公
告を行ったが、競争参加申請書の提出
がなかったため、今までに実績のある
数者に見積の打診をしたが、見積書の
提出があったのは一者のみであった。

⑪ 　産物販売委託業務の契約につい
て、説明資料には適用条項が「会計
法第２９条の３第４項（企画競
争）」と記載されているが、会計法
を確認すると第２９条の３第４項に
「企画競争」という表記はないがど
ういうことか。

⑪ 　当該契約は、国有林材の販売委託契
約であり、問屋業者の資格やせり売
り・入札売りの経験を有し、担保提供
可能な資力を有する者を対象として、
企画提案書を受理し、審査の結果、合
格した申請者全てを相手方としてそれ
ぞれに委託契約するものである。よっ
て、会計法第２９条の３第４項の「契
約の性質又は目的が競争を許さない場
合」を適用するとともに財務大臣通知
の「公共調達の適正化について」記の
１の（２）随意契約による場合により
企画競争として取り扱っているもので
ある。

⑫ 　物品購入の物件について、競争参
加資格が全省庁統一資格の「九州」
に登録されている者というのはどう
いうことか。

⑫ 　総務省が作成している参加資格名簿
で全国を地方毎にブロック分けしてあ
り、それの「九州」に登録されていな
いと参加資格はないということであ
る。

⑬ 　現場用品をこの時期に調達にかけ
ることの意味は何か。

⑬ 　以前は、必要の都度、物品購入をし
ていたが、購入を集約するようにとい
う指導があり、年４回物品の入札をし
ているところである。第３四半期に調
達にかけるのは来年度の当初から使用
する必要な物品の購入である。

事務局：九州森林管理局企画調整課

委員会による意見の具申又は
勧告の内容
［これらに対し部局長が講じ
た措置］

　なし 　なし


